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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示輝度を下げる方法であって、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガンマ曲線を取得することと、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、前記変換されたガンマ曲線から
対応するグレースケール電圧を検索することと、
　前記画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける前記画素点に対応するデ
ータ線へ前記グレースケール電圧を出力することとを含み、
　前記方法は、さらに
　初期ガンマ曲線と前記所定の割合に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を計算して取
得することと、
　前記変換されたガンマ曲線を記憶することとを含み、
　前記の初期ガンマ曲線と前記所定の割合に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を計算
して取得することは、
　最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、ターゲットグレースケール
画素値Ｎｘを取得することと、
　前記初期ガンマ曲線から前記ターゲットグレースケール画素値Ｎｘに対応する前記グレ
ースケール電圧を検索し、前記グレースケール電圧を前記最大グレースケール画素値Ｎｍ

ａｘに対応するグレースケール電圧Ｖｍａｘとすることと、
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　輝度電圧曲線から前記グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝度値Ｂｍａｘを検索す
ることと、
　公式（Ｎ／Ｎｍａｘ）^ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘに基づいて、前記グレースケール画
素値Ｎに対応する輝度値Ｂｎを計算することと、
　前記輝度電圧曲線から、前記輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧を、前記グレー
スケール画素値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索することと、
　前記グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と前記最大グレースケール画素値Ｎ

ｍａｘのグレースケール電圧に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を取得することとを
含み、
　ここで、前記輝度電圧曲線が輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含み、Ｎの値
の範囲が［０，Ｎｍａｘ］である、方法。
【請求項２】
　前記変換されたガンマ曲線を取得することは、
　現在の夜間表示レベルに応じて、前記夜間表示レベルに対応する前記変換されたガンマ
曲線を読み取ることを含み、
　ここで、異なる夜間表示レベルが異なる前記変換されたガンマ曲線に対応し、異なる前
記変換されたガンマ曲線が異なる前記所定の割合に対応することを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記ガンマ値は、２．２であることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　表示輝度を下げる装置であって、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガンマ曲線を取得するように構成される取得モジュールと、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、前記ガンマ曲線から対応するグ
レースケール電圧を検索するように構成される検索モジュールと、
　前記画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける前記画素点に対応するデ
ータ線へ前記グレースケール電圧を出力するように構成される出力モジュールとを含み、
　前記装置は、さらに
　初期ガンマ曲線と前記所定の割合に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を計算して取
得するように構成される計算モジュールと、
　前記変換されたガンマ曲線を記憶するように構成される記憶モジュールとを含み、
　前記計算モジュールは、
　最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、ターゲットグレースケール
画素値Ｎｘを取得するように構成されるターゲットサブモジュールと、
　前記初期ガンマ曲線から前記ターゲットグレースケール画素値Ｎｘに対応する前記グレ
ースケール電圧を検索し、前記グレースケール電圧を前記最大グレースケール画素値Ｎｍ

ａｘに対応するグレースケール電圧Ｖｍａｘとするように構成される第一の検索サブモジ
ュールと、
　輝度電圧曲線から前記グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝度値Ｂｍａｘを検索す
るように構成される第二の検索サブモジュールと、
　公式（Ｎ／Ｎｍａｘ）^ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘに基づいて、前記グレースケール画
素値Ｎに対応する輝度値Ｂｎを計算するように構成される計算サブモジュールと、
　前記輝度電圧曲線から、前記輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧を、前記グレー
スケール画素値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索するように構成される第三の
検索サブモジュールと、
　前記グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と前記最大グレースケール画素値Ｎ

ｍａｘのグレースケール電圧に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を取得するように構
成される変換サブモジュールとを含み、
　ここで、前記輝度電圧曲線が輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含み、Ｎの値
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の範囲が［０，Ｎｍａｘ］である、装置。
【請求項５】
　前記取得モジュールは、さらに
　現在の夜間表示レベルに応じて、前記夜間表示レベルに対応する前記変換されたガンマ
曲線を読み取るように構成される読取サブモジュールを含み、
　ここで、異なる夜間表示レベルが異なる前記変換されたガンマ曲線に対応し、異なる前
記変換されたガンマ曲線が異なる前記所定の割合に対応することを特徴とする、請求項４
に記載の装置。
【請求項６】
　前記ガンマ値は２．２であることを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　表示輝度を下げる装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサで実行可能な命令を記憶するように構成されるメモリーとを含み、
　ここで、前記プロセッサは、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガンマ曲線を取得し、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、前記変換されたガンマ曲線から
対応するグレースケール電圧を検索し、
　前記画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける前記画素点に対応するデ
ータ線へ前記グレースケール電圧を出力するように構成され、
　前記プロセッサは、さらに
　初期ガンマ曲線と前記所定の割合に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を計算して取
得し、
　前記変換されたガンマ曲線を記憶するように構成され、
　前記の初期ガンマ曲線と前記所定の割合に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を計算
して取得することは、
　最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、ターゲットグレースケール
画素値Ｎｘを取得することと、
　前記初期ガンマ曲線から前記ターゲットグレースケール画素値Ｎｘに対応する前記グレ
ースケール電圧を検索し、前記グレースケール電圧を前記最大グレースケール画素値Ｎｍ

ａｘに対応するグレースケール電圧Ｖｍａｘとすることと、
　輝度電圧曲線から前記グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝度値Ｂｍａｘを検索す
ることと、
　公式（Ｎ／Ｎｍａｘ）^ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘに基づいて、前記グレースケール画
素値Ｎに対応する輝度値Ｂｎを計算することと、
　前記輝度電圧曲線から、前記輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧を、前記グレー
スケール画素値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索することと、
　前記グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と前記最大グレースケール画素値Ｎ

ｍａｘのグレースケール電圧に基づいて、前記変換されたガンマ曲線を取得することとを
含み、
　ここで、前記輝度電圧曲線が輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含み、Ｎの値
の範囲が［０，Ｎｍａｘ］である、装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、出願号２０１５１０４９８５３５．０、出願日２０１５年８月１３日の中国特
許出願に基づいて提案され、当該中国特許出願の優先権を主張し、当該中国特許出願のす
べての内容が本願において援用される。
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【０００２】
　本開示の実施例は、表示技術分野に関し、特に、表示輝度を下げる方法および装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　移動端末は、ユーザーが最も多く使用する電子装置であり、例えば、スマットフォン、
タブレットパソコンなどである。
【０００４】
　夜に移動端末を使用する場合、環境光の輝度がより低いため、移動端末の表示内容は、
非常に眩しい。関連技術において、バックライトの輝度を調整することで、液晶ディスプ
レイの表示輝度を下げる。しかしながら、環境光の輝度が非常に低い場合、バックライト
の輝度を最低に調整としても、液晶ディスプレイの表示内容は、依然として眩しい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　環境光の輝度が極めて低い場合、バックライトの輝度を調整することで、環境光の輝度
を満足できない課題を解決するために、本開示の実施例は、表示輝度を下げる方法および
装置を提供する。関連する技術的解決手段は、次の通りである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の実施例の第一の態様による表示輝度を下げる方法は、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガマ曲線を取得することと、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から対応
するグレースケール電圧を検索することと、
　画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ線へ
グレースケール電圧を出力することとを含む。
【０００７】
　一つの選択的な実施例において、前記の変換されたガンマ曲線を取得することは、
　現在の夜間表示レベルに応じて、夜間表示レベルに対応する変換されたガンマ曲線を読
み取ることを含み、
　ここで、異なる夜間表示レベルが異なる変換されたガンマ曲線に対応し、　異なる変換
されたガンマ曲線が異なる所定の割合に対応する。
【０００８】
　一つの選択的な実施例において、前記方法は、さらに
　初期ガンマ曲線と所定の割合に基づいて、変換されたガンマ曲線を計算して取得するこ
とと、
　変換されたガンマ曲線を記憶することとを含む。
【０００９】
　一つの選択的な実施例において、前記の初期ガンマ曲線と所定の割合に基づいて、変換
されたガンマ曲線を計算して取得することは、
　最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、ターゲットグレースケール
画素値Ｎｘを取得することと、
　初期ガンマ曲線からターゲットグレースケール画素値Ｎｘに対応するグレースケール電
圧を検索し、グレースケール電圧を最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに対応するグレー
スケール電圧Ｖｍａｘとすることと、
　輝度電圧曲線から前記グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝度値Ｂｍａｘを検索す
ることと、
　公式（Ｎ／Ｎｍａｘ）＾ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘに基づいて、グレースケール画素値
Ｎに対応する輝度値Ｂｎを計算することと、
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　輝度電圧曲線には、輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧を、グレースケール画素
値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索することと
　グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と最大グレースケール画素値Ｎｍａｘの
グレースケール電圧に基づいて、変換されたガンマ曲線を取得することとを含み、
　ここで、輝度電圧曲線が輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含み、Ｎの値の範
囲が［０，Ｎｍａｘ］である。
 
【００１０】
　一つの選択的な実施例において、当該ガンマ値は、２．２である。
【００１１】
　本開示の実施例の第二の方面による表示輝度を下げる装置は、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガンマ曲線を取得するように構成される取得モジュールと、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から対応
するグレースケール電圧を検索するように構成される検索モジュールと、
　画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ線へ
グレースケール電圧を出力するように構成される出力モジュールとを含む。
【００１２】
　一つの選択的な実施例において、取得モジュールは、さらに
　現在の夜間表示レベルに応じて、夜間表示レベルに対応する変換されたガンマ曲線を読
み取るように構成される読取サブモジュールを含み、
　ここで、異なる夜間表示レベルが異なる変換されたガンマ曲線に対応し、
　異なる変換されたガンマ曲線が異なる所定の割合に対応する。
【００１３】
　一つの選択的な実施例において、当該装置は、さらに
　初期ガンマ曲線と所定の割合に基づいて、変換されたガンマ曲線を計算して取得するよ
うに構成される計算モジュールと、
　変換されたガンマ曲線を記憶するように構成される記憶モジュールとを含む。
【００１４】
　一つの選択的な実施例において、計算モジュールは、
　最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、ターゲットグレースケール
画素値Ｎｘを取得するように構成されるターゲットサブモジュールと、
　初期ガンマ曲線からターゲットグレースケール画素値Ｎｘに対応するグレースケール電
圧を検索し、グレースケール電圧を前記最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに対応するグ
レースケール電圧Ｖｍａｘとするように構成される第一の検索サブモジュールと、
　輝度電圧曲線から前記グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝度値Ｂｍａｘを検索す
るように構成される第二の検索サブモジュールと、
　公式（Ｎ／Ｎｍａｘ）＾ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘに基づいて、グレースケール画素値
Ｎに対応する輝度値Ｂｎを計算するように構成される計算サブモジュールと、
　輝度電圧曲線から、輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧を、グレースケール画素
値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索するように構成される第三の検索サブモジ
ュールと
　グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と最大グレースケール画素値Ｎｍａｘの
グレースケール電圧に基づいて、変換されたガンマ曲線を取得するように構成される変換
サブモジュールとを含み、
　ここで、輝度電圧曲線が輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含み、Ｎの値の範
囲が［０，Ｎｍａｘ］である。
 
【００１５】
　一つの選択的な実施例において、当該ガンマ値は、２．２である。
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【００１６】
　本開示の実施例の第三の態様による表示輝度を下げる装置は、
　プロセッサと、
　プロセッサ実行可能命令を記憶するためのメモリーとを含み、
　ここで、プロセッサは、
　１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下
げた、変換されたガンマ曲線を取得し、
　表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から対応
するグレースケール電圧を検索し、
　画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ線へ
グレースケール電圧を出力するように構成される。
【００１７】
　本開示の実施例による技術的解決手段は、以下の有益な効果を含むことができる。
【００１８】
　変換されたガンマ曲線を取得し、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて
、変換されたガンマ曲線から対応するグレースケール電圧を検索し、画素点に対応する走
査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ線へ検索されたグレースケ
ール電圧を出力することにより、環境光の輝度が極めて低い場合、バックライトの輝度ま
たはＵＩの背景色を調整することで環境光の輝度を満足できない課題を解決し、環境光の
輝度が極めて低い場合、液晶ディスプレイにおける画素点のグレースケール電圧を下げる
ことによりディスプレイ輝度を下げる効果を達成する。
【００１９】
　以上の一般的な説明と後の詳しい説明は、例示的なものと解釈的なものだけえあるが、
本開示を限定できないと理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一つの実施例によるＴＦＴ－ＬＣＤにおけるアレイ基板の構造図である。
【図２】一つの例示的な実施例による表示輝度を下げる方法のフローチャートである。
【図３】一つの例示的な実施例による別の表示輝度を下げる方法のフローチャートである
。
【図４】一つの例示的な実施例による変換されたガンマ曲線を計算するフローチャートで
ある。
【図５】一つの例示的な実施例による表示輝度を下げる装置のブロック図である。
【図６Ａ】一つの例示的な実施例による別の表示輝度を下げる装置のブロック図である。
【図６Ｂ】一つの例示的な実施例による計算モジュールのブロック図である。
【図７】一つの例示的な実施例による表示輝度を下げる装置のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　ここでの図面は、明細書に組み込まれて本明細書の一部を構成し、本開示に合う実施例
を示し、明細書とともに本発明の原理を解釈することに用いられる。
【００２２】
　ここで、例示的な実施例を詳しく説明し、その例が図面に示される。以下の説明が図面
に関する場合、他に示されない限り、異なる図面の同一の数字は、同一なまたは類似の要
素を表す。以下の例示的な実施例において説明された実施形態は、本開示と一致するすべ
ての実施形態を代表しない。逆に、それらは、添付の特許請求の範囲に詳しく説明された
、本開示のいくかの方面と一致する装置および方法の例だけである。
【００２３】
　移動端末が正常表示モードにあると、使用者が極めて低い光強度値の環境にいる場合、
移動端末は、液晶ディスプレイにおける対応する液晶ユニットのグレースケール電圧を下
げることで、ディスプレイの輝度を下げ、それによって人間の目が見ることに適する輝度
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を達成する。
【００２４】
　本開示による実施例は、いずれも移動端末を例として説明し、当該移動端末が少なくと
も液晶ディスプレイを含み、液晶ディスプレイにバックライト、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉ
ｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：薄膜トランジスタ）スイッチ素子、液晶ユニットなどが含
まれる。液晶ディスプレイは、移動端末の出力内容を表示するように構成され、バックラ
イトは、液晶ディスプレイの輝度を制御するように構成され、ＴＦＴスイッチ素子は、液
晶ディスプレイにおける対応する液晶ユニットのグレースケール電圧を制御するように構
成される。
【００２５】
　液晶ディスプレイにおけるグレースケール電圧は、各液晶表示ユニットがデータ駆動チ
ップにおけるデータ線と接続するドレイン電極電圧を指す。
【００２６】
　ＴＦＴ－ＬＣＤにおけるアレイ基板の構造図が図１に示される。当該アレイ基板は、ｍ
＊ｎ個の液晶ユニット１、走査駆動チップ２、ｍ本の走査線２１、データ駆動チップ３と
ｎ本のデータ線３１を含む。
【００２７】
　液晶ユニット１は、ｍ行ｎ列のアレイで配置される。各液晶ユニット１は、液晶画素電
極１１とＴＦＴスイッチ素子を含む。ＴＦＴスイッチ素子は、ソース電極１２、ゲート電
極１３とドレイン電極１４を含む。液晶画素電極１１は、ＴＦＴスイッチ素子におけるソ
ース電極１２に接続される。液晶画素電極１１は、赤い液晶画素電極Ｒであってもよく、
緑液晶画素電極Ｇまたはブルー液晶画素電極Ｂであってもよい。
【００２８】
　走査駆動チップ２は、ｍ個の走査ピンを含み、各走査ピンが１本の走査線２１に接続さ
れる。各行の液晶ユニット１は、１本の走査線２１に対応し、走査線２１が対応する１行
の液晶ユニット１におけるゲート電極１３に接続される。
【００２９】
　データ駆動チップ３は、ｎ個のデータピンを含み、各データピンが１本のデータ線３１
に接続される。各列の液晶ユニット１は、１本のデータ線３１に対応し、データ線３１が
対応する１列液晶ユニット１におけるドレイン電極１４に接続される。
【００３０】
　アレイ基板が動作する場合、データ線３１は、データ駆動チップ３におけるビデオデー
タ信号をＴＦＴスイッチ素子のドレイン電極１４に伝送し、これにより、液晶画素電極１
１の電圧を制御するように構成される。
【００３１】
　液晶表示装置が動作する場合、１フレームの画面に対して、当該画面の画素点は、液晶
ディスプレイにおける液晶ユニット１に対応する。各画素点は、自身のグレースケール画
素値を有し、例えば、一番目の画素点のグレースケール画素値は２４４であり、二番目の
画素点のグレースケール画素値は２４３であり、グレースケール画素値の値域は、［０、
２５５］である。
【００３２】
　一つの画素点を例として、各画素点に対応する液晶ユニット１は、液晶駆動回路におい
て１本の走査線２１と１本のデータ線３１に対応する。走査駆動チップ２は、１行ずつ開
くように走査線２１を制御し、当該画素点に対応する走査線２１が開かれた場合、データ
駆動チップ３は、当該画素点に対応するグレースケール電圧を当該画素点に対応するデー
タ線３１へ出力し、対応するグレースケール電圧を当該画素点に対応する液晶ユニット１
の液晶画素電極１１に記憶する。当該グレースケール電圧は、グレースケール画素値とグ
レースケール電圧の間の対応関係を表す所定のガンマ曲線を検索することで取得された電
圧である。
【００３３】
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　例えば、８ビットのパネルを例として、０－２５５の全部で２５６個のグレースケール
画素値を表現でき、０－２５５グレースケール画素値における各グレースケール画素値は
、自身のグレースケール電圧に対応してあり、各グレースケール画素値および当該グレー
スケール画素値に対応するグレースケール電圧を一つの点として見ると、２５６個の対応
する点を取得し、この２５６個の対応する点を１本の曲線に描き、即ちガンマ曲線である
。
【００３４】
　本開示の実施例は、変換されたガンマ曲線を提供し、所定の割合と初期ガンマ曲線に基
づいて変換されたガンマ曲線を計算する。変換されたガンマ曲線は、液晶表示パネルの全
体の輝度を下げることができ、それによって液晶表示パネルに対する低輝度表示を実現す
る。以下の実施例を参照してください。
【００３５】
　図２は、一つの例示的な実施例による表示輝度を下げる方法のフローチャートである。
本実施例において、当該表示輝度を下げる方法が、液晶ディスプレイが含まれる移動端末
に応用されることを例として説明する。当該表示輝度を下げる方法は、以下のステップを
含むことができる。
【００３６】
　ステップ２０１において、変換されたガンマ曲線を取得し、変換されたガンマ曲線は、
所定の割合で初期ガンマ曲線におけるグレースケール電圧を下げたガンマ曲線であり、所
定の割合が１未満かつ０より大きい。
【００３７】
　ステップ２０２において、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換
されたガンマ曲線から対応するグレースケール電圧を検索する。
【００３８】
　ステップ２０３において、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画
素点に対応するデータ線へグレースケール電圧を出力する。
【００３９】
　上述したように、本実施例による表示輝度を下げる方法は、変換されたガンマ曲線を取
得し、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から
対応するグレースケール電圧を検索し、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイ
における画素点に対応するデータ線へ検索されたグレースケール電圧を出力することによ
り、環境光の輝度が極めて低い場合、バックライトの輝度またはＵＩの背景色を調整する
ことで環境光の輝度を満足できない課題を解決し、環境光の輝度が極めて低い場合、液晶
ディスプレイにおける画素点のグレースケール電圧を下げることでディスプレイ輝度を下
げる効果を達成する。
【００４０】
　図３は、一つの例示的な実施例による別の表示輝度を下げる方法のフローチャートであ
る。本実施例において、当該表示輝度を下げる方法が、液晶ディスプレイが含まれる移動
端末に応用されることを例として説明する。当該表示輝度を下げる方法は、以下のステッ
プを含むことができる。
【００４１】
　ステップ３０１において、現在の環境光の光強度値を取得する。
【００４２】
　現在の環境光の光強度値は、現在の環境光の照度を指す。
【００４３】
　選択的に、移動端末は、内蔵された光強度センサーにより現在環境光の光強度値を取得
する。
【００４４】
　本実施例において環境光の光強度値の取得形態が限定されない。
【００４５】
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　ステップ３０２において、現在の環境光の光強度値に基づいて、現在の夜間表示レベル
を読み取る。
【００４６】
　異なる環境光の光強度値は、異なる夜間表示レベルに対応する。仮に、環境の光強度値
が０－５０ｌｘである場合、端末は、夜間表示モードにあり、ｌｘが照度の単位であり、
ルクスである。環境光の光強度値を１０おきに一つの区間として、即ち五つの区間があり
、環境光の光強度値の区間を夜間表示レベルに対応させる。例示的に、光強度値と夜間表
示レベルの対応関係は、以下の表に示される。
【００４７】
【表１】

　現在の環境光の光強度値が２５である場合、表１における対応関係によって、この時の
移動端末の夜間表示レベルが第三のレベルにあることが分かる。環境光の輝度が低ければ
低いほど、夜間表示レベルが高い。
【００４８】
　ステップ３０３において、現在の夜間表示レベルに応じて、夜間表示レベルに対応する
変換されたガンマ曲線を読み取る。
【００４９】
　ここで、異なる夜間表示レベルは、異なる変換されたガンマ曲線に対応し、異なる変換
されたガンマ曲線は異なる所定の割合に対応する。
【００５０】
　移動端末には、予め複数本の変換されたガンマ曲線が記憶され、各本のガンマ曲線が一
つの夜間表示レベルに対応する。
【００５１】
　各本の変換されたガンマ曲線が所定の割合で初期ガンマ曲線を変換して取得されたもの
であるため、異なる変換されたガンマ曲線はそれぞれの所定の割合に対応する。
【００５２】
　夜間表示レベルは、変換されたガンマ曲線の所定の割合と対応関係がある。液晶表示レ
ベルが高ければ高いほど、当該液晶表示レベルに対応する変換されたガンマ曲線の所定の
割合が低い。
【００５３】
　例示的に、夜間表示レベルと所定の割合との対応関係は、次の表に示される。
【００５４】
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【表２】

　表２における対応関係によって、第一のレベルに対応する変換されたガンマ曲線は、８
５％の比率で初期ガンマ曲線を変換して取得されたものであり、第二のレベルに対応する
変換されたガンマ曲線は、７５％の比率で初期ガンマ曲線を変換して取得されたものであ
り、第三のレベルに対応する変換されたガンマ曲線は、６５％の比率で初期ガンマ曲線を
変換して取得されたものであり、第四のレベルに対応する変換されたガンマ曲線は、５５
％の比率で初期ガンマ曲線を変換して取得されたものであり、第五のレベルに対応する変
換されたガンマ曲線は、４５％の比率で初期ガンマ曲線を変換して取得されたものである
ことが分かる。
【００５５】
　移動端末は、現在の夜間表示モードに応じて、現在の使用必要があるガンマ曲線が当該
夜間表示モードに対応する変換されたガンマ曲線であると確定する。
【００５６】
　例えば、現在の夜間表示モードが第二のレベルである場合、移動端末は、第二のレベル
に対応する変換されたガンマ曲線を現在の使用必要があるガンマ曲線として確定する。当
該ガンマ曲線は、７５％の比率で初期ガンマ曲線を変換されて取得されたものである。
【００５７】
　本実施例において、表１と表２における環境光の光強度値と対応する夜間表示モードレ
ベルの対応関係、および夜間表示モードと所定の割合の対応関係は、例を挙げて説明する
ことに用いられるだけであるが、本実施例において、二つの対応関係の具体形態が限定さ
れない。
【００５８】
　ステップ３０４において、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換
されたガンマ曲線から対応するグレースケール電圧を検索する。
【００５９】
　１フレームの図像を表示する場合、当該図像における各表示すべき画素点に対して、そ
れぞれに対応するグレースケール画素値がある。
【００６０】
　移動端末は、変換されたガンマ曲線に応じて、表示すべき画素点のグレースケール画素
値に対応するグレースケール電圧を検索する。
【００６１】
　ステップ３０５において、当該画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおけ
る当該画素点に対応するデータ線へ当該グレースケール電圧を出力する。
【００６２】
　各画素点に対応する液晶ユニットは、液晶駆動回路において１本の走査線と１本のデー
タ線に対応する。
【００６３】
　当該画素点を表示する場合、液晶駆動回路は、当該画素点が当該グレースケール電圧に
対応する表示輝度を有するように、当該画素点に対応する走査線へ走査信号を送信し、同
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時に当該画素点に対応するグレースケール電圧を、当該画素点に対応するデータ線に出力
する。
【００６４】
　当該グレースケール電圧は、初期グレースケール電圧に対して下げた電圧であるため、
液晶ディスプレイの表示輝度を下げることを実現する。
【００６５】
　変換されたガンマ曲線が予めメモリーに記憶されるので、移動端末は、読み取って直接
取得することができると説明すべきである。同時に、環境光の光強度値と夜間表示レベル
の対応関係、および夜間表示レベルと所定の割合の対応関係も予め設定されたものである
。本実施例において、二つの対応関係の具体形態が限定されなく、当業者は、必要に応じ
て自分で設定できる。
【００６６】
　上述したように、本実施例による表示輝度を下げる方法は、現在の環境光の光強度値を
取得し、現在の環境光の光強度値に基づいて、現在の夜間表示レベルを読み取り、現在の
夜間表示レベルに応じて、夜間表示レベルに対応する変換されたガンマ曲線を読み取り、
変換されたガンマ曲線から対応するグレースケール電圧を検索し、画素点に対応する走査
時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ線へ検索されたグレースケー
ル電圧を出力することにより、環境光の輝度が極めて低い場合、バックライトの輝度また
はＵＩの背景色を調整することで環境光の輝度を満足できない課題を解決し、環境光の輝
度が極めて低い場合、液晶ディスプレイにおける画素点のグレースケール電圧を下げるこ
とでディスプレイ輝度を下げる効果を達成する。
【００６７】
　図２における実施例と図３における実施例は、予めメモリーに記憶された変換されたガ
ンマ曲線を取得することに関する。当該変換されたガンマ曲線は、初期ガンマ曲線と所定
の割合に基づいて変換して取得されることができる。当該変換過程は、図４を参照してく
ださい。
【００６８】
　ステップ４０１において、最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合を掛けて、
ターゲットグレースケール画素値Ｎｘを取得する。
【００６９】
　例えば、最大グレースケール画素が２５５であり、所定の割合が８５％である場合、２
５５＊８５％＝２１６により、ターゲットグレースケール画素値２１６を取得する。
【００７０】
　選択的に、本実施例において、最大グレースケール画素に所定の割合を掛けた値が整数
ではない場合、切り上げ、または切り下げて整数を取得し、当該整数をターゲットグレー
スケール画素値とする。
【００７１】
　ステップ４０２において、初期ガンマ曲線からターゲットグレースケール画素値Ｎｘに
対応するグレースケール電圧を検索し、グレースケール電圧を最大グレースケール画素値
Ｎｍａｘに対応するグレースケール電圧Ｖｍａｘとする。
【００７２】
　取得されたターゲットグレースケール画素値に基づいて、初期ガンマ曲線からターゲッ
トグレースケール画素値に対応するグレースケール電圧を検索し、検索されたターゲット
グレースケール画素値に対応するグレースケール電圧を最大グレースケール画素値に対応
するグレースケール電圧とすることにより、最大グレースケール画素値に対応する輝度は
、元の輝度の所定の割合になる。
【００７３】
　例えば、最大グレースケール画素値が２５５であり、所定の割合が８５％である場合、
２５５＊８５％＝２１６．７５により、切り下げてターゲットグレースケール画素値２１
６を取得する。初期ガンマ曲線には最大グレースケール画素２５５に初期対応するグレー
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スケール電圧が５Ｖであり、ターゲットグレースケール画素値２１６に対応するグレース
ケール電圧が４．７Ｖであると検索できる場合、ターゲットグレースケール画素値２１６
に対応するグレースケール電圧４．７Ｖを変換された最大グレースケール画素値２５５に
対応する新しいグレースケール電圧とする。即ち、最大グレースケール画素値２５５に対
応するグレースケール電圧は、元の５Ｖを変換された４．７Ｖに下げる。
【００７４】
　ステップ４０３において、輝度電圧曲線からグレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する輝
度値Ｂｍａｘを検索する。
【００７５】
　ここで、輝度電圧曲線は輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含む。同一の液晶
ディスプレイに対して、当該輝度電圧曲線は、固定されたものであり、例えば、１０２４
個のグレースケール電圧がある場合、それに対応して１０２４個の輝度がある。
【００７６】
　輝度電圧曲線において、グレースケール電圧Ｖｍａｘに対応する最大輝度値Ｂｍａｘ、
即ち４．７Ｖに対応する輝度ちを検索する。
【００７７】
　検索された最大輝度値Ｂｍａｘおよび以下の公式に基づいて、他のグレースケール画素
値Ｎに対応する各輝度値Ｂｎを計算する。
 
【００７８】
　（Ｎ／Ｎｍａｘ）＾ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘ

　選択的に、ガンマ値は２．２であり、Ｎの値の範囲は［０，Ｎｍａｘ］である。例えば
、Ｎは、０、１、２、３、４、５、６乃至２５５にしてもよい。
 
【００７９】
　ステップ４０４において、輝度電圧曲線から、輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電
圧を、グレースケール画素値Ｎに対応するグレースケール電圧として検索する。
【００８０】
　計算されたグレースケール画素値Ｎに対応する各輝度値Ｂｎに基づいて、輝度電圧曲線
から、各輝度値Ｂｎに対応するグレースケール電圧即ちグレースケール画素値Ｎに対応す
るグレースケール電圧を検索する。
 
【００８１】
　ステップ４０５において、グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と最大グレー
スケール画素値Ｎｍａｘのグレースケール電圧に基づいて、変換されたガンマ曲線を取得
する。
【００８２】
　前記過程により、グレースケール画素値０～２５５のそれぞれに対応するグレースケー
ル電圧を計算でき、これらのグレースケール画素値０～２５５のそれぞれに対応するグレ
ースケール電圧に基づいて、変換されたガンマ曲線を取得する。
【００８３】
　選択的に、本実施例における計算過程は、移動端末自身によって計算されて取得される
ことができ、外部装置によって計算されて移動端末に記憶されることもでき、本実施例に
おいて前記計算過程の実行本体が限定されない。
【００８４】
　グレースケール画素値に対応するグレースケール電圧を下げるほかに、本実施例による
表示輝度を下げる方法は、さらにバックライトの輝度を最低に調整し、またはＵＩの背景
色を黒いまたは他の暗い色に変化することなどの処理操作を含んでもよい。本実施例は、
バックライトの輝度を最低に調整しても現在の環境光を満足できない場合で、さらに表示
輝度を下げることができる。
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【００８５】
　下記は本開示の装置実施例であり、本開示の方法の実施例を実行するように構成される
ことができる。本開示の装置の実施例に開示されない細部について、本開示の方法の実施
例を参照してください。
【００８６】
　図５は、一つの例示的な実施例による表示輝度を下げる装置のブロック図である。本実
施例は、当該表示輝度を下げる装置が、液晶ディスプレイが含まれる移動端末に応用され
ることを例として説明する。当該表示輝度を下げる装置は、以下のモジュールを含むこと
ができる。
【００８７】
　取得モジュール５１０は、１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけ
るグレースケール電圧を下げた、変換されたガンマ曲線を取得するように構成される。
【００８８】
　検索モジュール５２０は、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、ガン
マ曲線から対応するグレースケール電圧を検索するように構成される。
【００８９】
　出力モジュール５３０は、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画
素点に対応するデータ線へグレースケール電圧を出力するように構成される。
【００９０】
　上述したように、本実施例による表示輝度を下げる装置は、変換されたガンマ曲線を取
得し、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から
対応するグレースケール電圧を検索し、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイ
における画素点に対応するデータ線へ検索されたグレースケール電圧を出力することによ
り、環境光の輝度が極めて低い場合、バックライトの輝度またはＵＩの背景色を調整する
ことで環境光の輝度を満足できない課題を解決し、環境光の輝度が極めて低い場合、液晶
ディスプレイにおける画素点のグレースケール電圧を下げることでディスプレイ輝度を下
げる効果を達成する。
【００９１】
　図６Ａは、一つの例示的な実施例による別の表示輝度を下げる装置のブロック図である
。本実施例は、当該表示輝度を下げる装置が、液晶ディスプレイが含まれる移動端末に応
用されることを例として説明する。当該表示輝度を下げる装置は、以下のモジュールを含
むことができる。
【００９２】
　計算モジュール６１０は、初期ガンマ曲線と所定の割合に基づいて、変換されたガンマ
曲線を計算して取得するように構成される。
【００９３】
　本モジュールは、図６Ｂに示すように、以下のモジュールを含んでもよい。。
【００９４】
　ターゲットサブモジュール６１１は、最大グレースケール画素値Ｎｍａｘに所定の割合
を掛けて、ターゲットグレースケール画素値Ｎｘを取得するように構成される。
【００９５】
　選択的に、本実施例において、最大グレースケール画素に所定の割合を掛けて取得され
たターゲットグレースケール画素値は、整数ではない場合、切り上げまたは切り下げを選
択できる。
【００９６】
　選択的に、異なる輝度レベルを取得するために、所定の割合として８５％または７５％
または７０％を選択できる。本実施例において、所定の割合の値が限定されなく、使用者
の必要に応じて設定する。
【００９７】
　第一の検索サブモジュール６１２は、初期ガンマ曲線からターゲットグレースケール画
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素値Ｎｘに対応するグレースケール電圧を検索し、グレースケール電圧を最大グレースケ
ール画素値Ｎｍａｘに対応するグレースケール電圧Ｖｍａｘとするように構成される。
【００９８】
　第二の検索サブモジュール６１３は、輝度電圧曲線からグレースケール電圧Ｖｍａｘに
対応する輝度値Ｂｍａｘを検索するように構成される。
【００９９】
　ここで、輝度電圧曲線は、輝度とグレースケール電圧の間の対応関係を含む。
【０１００】
　計算サブモジュール６１４は、下記の公式に基づいてグレースケール画素値Ｎに対応す
る輝度値Ｂｎを計算するように構成される。
 
【０１０１】
　（Ｎ／Ｎｍａｘ）＾ガンマ値＝Ｂｎ／Ｂｍａｘ

　選択的に、ガンマ値は２．２であり、Ｎの値の範囲は［０，Ｎｍａｘ］である。
 
【０１０２】
　第三の検索サブモジュール６１５は、輝度電圧曲線から、輝度値Ｂｎに対応するグレー
スケール電圧を、グレースケール画素値Ｎに対応するグレースケール電圧とするように構
成される。
【０１０３】
　変換サブモジュール６１６は、グレースケール画素値Ｎのグレースケール電圧と最大グ
レースケール画素値Ｎｍａｘのグレースケール電圧に基づいて、変換されたガンマ曲線を
取得するように構成される。
【０１０４】
　記憶モジュール６２０は、変換されたガンマ曲線を記憶するように構成される。
【０１０５】
　取得モジュール６３０は、１未満かつ０より大きい所定の割合で初期ガンマ曲線におけ
るグレースケール電圧を下げた、変換されたガンマ曲線を取得するように構成される。
【０１０６】
　本モジュールは、以下のモジュールを含んでもよい。
【０１０７】
　読取サブモジュール６３０ａは、現在の夜間表示レベルに応じて、夜間表示レベルに対
応する変換されたガンマ曲線を読み取るように構成される。
【０１０８】
　ここで、異なる夜間表示レベルは、異なる変換されたガンマ曲線に対応し、異なる変換
されたガンマ曲線は、異なる所定の割合に対応する。
【０１０９】
　検索モジュール６４０は、表示すべき画素点のグレースケール画素値に基づいて、ガン
マ曲線から対応するグレースケール電圧を検索するように構成される。
【０１１０】
　出力モジュール６５０は、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画
素点に対応するデータ線へグレースケール電圧を出力するように構成される。
【０１１１】
　前記実施例における装置について、そのなかの各モジュールが操作を実行する具体的な
形態は、当該方法に関する実施例に詳しく説明されたので、ここで詳しく説明しない。
【０１１２】
　上述したように、本実施例による表示輝度を下げる装置は、初期ガンマ曲線と所定の割
合に基づいて、変換されたガンマ曲線を計算して取得し、現在の夜間表示レベルに応じて
、夜間表示レベルに対応する変換されたガンマ曲線を読み取り、表示すべき画素点のグレ
ースケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線において対応するグレースケール電
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圧を検索し、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応する
データ線へ検索されたグレースケール電圧を出力することにより、環境光の輝度が極めて
低い場合、バックライトの輝度またはＵＩの背景色を調整することで環境光の輝度を満足
できない課題を解決し、環境光の輝度が極めて低い場合、液晶ディスプレイにおける画素
点のグレースケール電圧を下げることでディスプレイ輝度を下げる効果を達成する。
【０１１３】
　図７は、一つの例示的な実施例によるモード切替装置のブロック図である。例えば、装
置７００は、携帯電話、コンピューター、ディジタルブロードキャスト端末、メッセージ
送受信装置、ゲームコンソール、タブレット装置、医療装置、ボディビル装置、携帯情報
端末などであってもよい。
【０１１４】
　図７を参照し、装置７００は、処理コンポーネント７０２、メモリー７０４、電源コン
ポーネント７０６、マルチメディアコンポーネント７０８、オーディオコンポーネント７
１０、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース７１２、センサーコンポーネント７１４、お
よび通信コンポーネント７１６の一つまたは複数のコンポーネントを含んでもよい。
【０１１５】
　処理コンポーネント７０２は、一般的に、制御装置７００の操作操作、例えば表示、電
話コール、データ通信、カメラ操作および記録操作に関する操作を制御する。処理コンポ
ーネント７０２は、前記方法の全部または一部のステップを完成するように、一つまたは
複数のプロセッサ７１８を含んで命令を実行してもよい。また、処理コンポーネント７０
２は、ほかのコンポーネントとのインタラクションを容易にするように、一つまたは複数
のモジュールを含んでもよい。例えば、処理コンポーネント７０２は、マルチメディア７
０８とのインタラクションを容易にするように、マルチメディアモジュールを含んでもよ
い。
【０１１６】
　メモリー７０４は、装置７００の操作をサポートするように、様々なデータを記憶する
ように構成される。これらのデータの例は、装置７００で操作されるいかなるプログラム
または方法のためのコマンド、連絡先データ、電話帳データ、メッセージ、ピクチャ、映
像などを含む。メモリー７０４は、いかなるタイプの揮発性または不揮発性記憶装置、例
えばスタティックランダムアクセスメモリー（ＳＲＡＭ）、電気的消去可能プログラマブ
ル読み取り専用メモリー（ＥＥＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ
ー（ＥＰＲＯＭ）、プログラマブル読み出し専用メモリー（ＰＲＯＭ）、読み出し専用メ
モリー（ＲＯＭ）、磁気メモリー、フラッシュメモリー、磁気ディスク、または光ディス
ク、またはそれらの組み合わせによって実現されることができる。
【０１１７】
　電源コンポーネント７０６は、装置７００の様々なコンポーネントに電力を提供する。
電力コンポーネント７０６は、電源管理システム、一つまたは複数の電源、および装置７
００のために電力を生成、管理および配布することに関するほかのコンポーネントを含ん
でもよい。
【０１１８】
　マルチメディアコンポーネント７０８は、前記装置７００とユーザーの間の一つの出力
インタフェースを提供するスクリーンを含む。いくつかの実施例において、スクリーンは
、液晶ディスプレー（ＬＣＤ）とタッチパネル（ＴＰ）を含んでもよい。スクリーンは、
タッチパネルを含む場合、ユーザーからの入力信号を受信するように、タッチスクリーン
として実現されることができる。タッチパネルは、タッチ、スライドおよびタッチパネル
ー上のジェスチャーをセンシングするように、一つまたは複数のタッチセンサーを含んで
もよい。タッチセンサーは、タッチまたはスライド動作の限界をセンシングするだけでな
く、タッチまたはスライド操作に関する持続時間および圧力を検出することができる。い
くつかの実施例において、マルチメディアコンポーネント７０８は、一つのフロントカメ
ラおよび／またはリアカメラを含む。装置７００が操作モード、例えば撮影モードまたは
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ビデオモードにある場合、フロントカメラおよび／またはリアカメラは、外部からのマル
チメディアデータを受信できる。各フロントカメラおよびリアカメラは、固定された光学
レンズシステムであってよく、または、焦点距離と光学ズーム機能を備える。
【０１１９】
　オーディオコンポーネント７１０は、オーディオ信号を出力および／または入力するよ
うに構成される。例えば、オーディオコンポーネント７１０は、一つのマイク（ＭＩＣ）
を含み、装置７００が呼び出しモード、記録モードおよび音声識別モードのような操作モ
ードにある場合、マイクが、外部のオーディオ信号を受信するように構成される。受信さ
れたオーディオ信号は、さらにメモリー７０４に記憶され、または、通信コンポーネント
７１６を介して送信される。いくつかの実施例において、オーディオコンポーネント７１
０は、さらに、オーディオ信号を出力するように構成されるスピーカーを含む。
【０１２０】
　Ｉ／Ｏインタフェース７１２は、処理コンポーネント７０２と周辺インタフェースモジ
ュールの間にインタフェースを提供する。前記周辺インタフェースモジュールは、キーボ
ード、クリックホイール、ボタンなどであってもよい。これらのボタンは、ホームページ
ボタン、音量ボタン、スタートボタンとロックボタンを含むがこれらに限定されない。
【０１２１】
　センサーコンポーネント７１４は、一つまたは複数のセンサーを含み、装置７００のた
めに各方面の状態評価を提供するように構成される。例えば、センサーコンポーネント７
１４は、装置７００のオン／オフ状態、コンポーネントの相対的な位置決め、例えば前記
コンポーネントが装置７００のディスプレイとキーパッドであるのを検出でき、センサー
コンポーネント７１４は、装置７００または装置７００の一つのコンポーネントの位置変
化、ユーザーと装置７００の接触が存在する否か、装置７００の方位または加速／減速お
よび装置７００の温度変化を検出できる。センサーコンポーネント７１４は、さらに、如
何なる物理的な接触がない場合に付近物体の存在を検出するように構成されるアプローチ
センサーを含んでもよい。センサーコンポーネント７１４は、さらに、イメージングアプ
リケーションに用いられるＣＭＯＳまたはＣＣＤ画像センサーのような光センサーを含ん
でもよい。いくつかの実施例において、当該センサーコンポーネント７１４は、さらに、
加速度センサー、ジャイロセンサー、磁気センサー、圧力センサーまたは温度センサーを
含んでもよい。
【０１２２】
　通信コンポーネント７１６は、装置７００とほかの装置との有線または無線通信を容易
にするように構成される。装置７００は、ＷｉＦｉ、２Ｇまたは３Ｇ、またはこれらの組
み合わせのような通信基準に基づく無線ネットワークにアクセスすることができる。一つ
の例示的な実施例において、通信コンポーネント７１６は、ブロードキャストチャネルを
介して外部ブロードキャスト管理システムからのブロードキャスト信号またはブロードキ
ャストに関する情報を受信する。一つの例示的な実施例において、前記通信ユニット７１
６は、さらに、近距離通信を促進するように、近距離通信（ＮＦＣ）モジュールを含む。
例えば、ＮＦＣモジュールは、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）技術、赤外線データ協会（Ｉ
ｒＤＡ）技術、超広帯域（ＵＷＢ）技術、ブルートゥース（登録商標）（ＢＴ）技術とほ
かの技術に基づいて実現されることができる。
【０１２３】
　一つの例示的な実施例において、装置７００は、一つまたは複数の特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、ディジタル信号処理機（ＤＳＰ）、ディジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ
）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサまたはほか
の電子素子によって実現されることができ、前記モード切替方法を実行するよう構成され
る。
【０１２４】
　例示的な実施例において、さらに、コマンドを含むメモリー７０４のようなコマンドを
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含む非一時的なコンピュータ可読記憶媒体を提供する。前記コマンドは、前記モード切替
方法を完了するように、装置７００のプロセッサ７１８によって実行されることができる
。例えば、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＯＭ、ランダムアクセスメモリー
（ＲＡＭ）、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスクと光データ記
憶装置などであってもよい。
【０１２５】
　当業者は、明細書を考えてここで開示された実施例を実施した後、本開示のほかの実施
形態を想到しやすい。本願は、本公開の実施例のいかなる変形、用途または適応的変化を
含むことを目指し、これらの変化、変形、用途または適応的変化が、本開示の一般的な原
理に従いかつ本開示に開示されない本技術分野の周知常識と慣用技術手段を含む。明細書
と実施例は、例示的なものと見なされるだけであるが、本開示の実施例の本当の範囲と精
神は、以下の請求項の範囲によって示される。
【０１２６】
　本発明の実施例は、以上に説明され且つ図に示される精確な構造に限定されるものでは
なく、その範囲から逸脱することなく様々な修正と変更を行うことができると理解すべき
である。本公開の実施例の範囲は、添付の特許請求範囲のみによって限定される。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　本開示の実施例において、変換されたガンマ曲線を取得し、表示すべき画素点のグレー
スケール画素値に基づいて、変換されたガンマ曲線から対応するグレースケール電圧を検
索し、画素点に対応する走査時点で、液晶ディスプレイにおける画素点に対応するデータ
線へ検索されたグレースケール電圧を出力することにより、環境光の輝度が極めて低い場
合、バックライトの輝度またはＵＩの背景色を調整することで環境光の輝度を満足できな
い課題を解決し、環境光の輝度が極めて低い場合、液晶ディスプレイにおける画素点のグ
レースケール電圧を下げることによりディスプレイ輝度を下げる効果を達成する。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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